





































Brander and Lewis [2]とShowalter[7]は財務政策と生産物市場での意




















































造との関係を明確に議論した Branderand Lewis [2] とShowalter[7]及
























































































D(た） :5 tj j ならば，企業 jが価格たですべての需要を満たすことが出来る
ので，企業 iの残余需要は 0となる。また， p;:5p,ならば，企業 iの需要は，
その供給制約かに等 しい。したがって，企業 iの価格競争における利益は
rP; ―(c-z;)](l-p戸如 ifp,>P; andD(pパ
[P; ―(c-z,)は ifP; sp1 
となる。
企業 iはライパル企業 jの戦略九を所与として，価格競争における期待株
主資本価値 V;(pぃ九， z;)を最大にするように，戦略 Piを決定する。期待株
主資本価値は，
V;(p,, P1土 ）= J:[R;(P;,P;,Z;)-B;]f(z;)d, 
となり，ここで，念は Pi:5たならば， (p;-(c-え)-c。)q;-B;=Oを満た
す。したがって，念=BJ佑ーP;+c+c。である。一方， p;>たかつ D(p;)>
もならば，名は (pi―(cー名）） (1-P; — q;)-cotj;-B;=O を満たす値であ





V;(p;,P;,z;)= J:[(p, ―(c-z,))か c。Q;-B,]f(z;)dz,・





竺=r fJR;(P,, P1, z,) 




=q;(½ —ぇ）;::o, vp 
となり， したがって， p,今たの範囲で，限界株主資本価値は常に正であるの
で， P;を所与としたときの， その最適反応は pt=九である。
Pi 2=九かつ D(p;)>もの場合：企業 iが直面する需要は D(p;}-q,で
あるので，期待株主資本価値は
V,(p,,p1,z,)= J:[(p,-(c-z,)) ・ (1-p五）—噂—B;]f(z;)dz ,
であり， p,で偏徴分すると，
av 罪寸[(1-p,—如+(p,-(c -z,)) (-1) /(z;)dz, 
=(½ 月(-2q,+l —炉c+½叶＋えI)>O 
最後の不等式は q,=q,において， q;:5(1-c)/3より得られる。したがって，
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両企業が以上の価格付けルールを採用するときの，企業 iの期待株主資本
価値は次のように書き改められる。
噂， q1,z,)= J:,l(P* -(c-z;))か噂—B,]f(z,)dz,






に知られているとする。 Krepsand Scheinkman [6]の結果より，価格競争
における均衡戦略は直ちに，
Pr=PJ=P*=l-q, ―tJ j 
と求めることが出来る。したがって，価格競争から得られる利益は
p•q, ―cq, = (1 -iJ, -iJ;) iJ; -cq; 
となり，株主資本価値は



















8V;(CJ;, CJiん） , 8R, 
吼 = J --=-z, 8q, f(z;)dz, 
寸げ+(1-か炉c)-(co-z,)]f(z,)dz, 
=[-2q;+ 1 元—c-c 0 ][1-F(え）]+ JピJ(z;)dz,
=[½-え1] [—頌+1-炉c-co+½(½丑）］























































(-6—剛dq, ― 2dqげ ~dB,=0
酎






















W,(qf (B), qi'(B))= J気(qf(B),qJ(B), z,)+B(l-F(え）
89 
寡占産業における倒産リスク・コントロール（三上利彦）




Y, (q: (B), qi*(B), Z;)= W;(q;(B), q J (B))+ V,(q: (B), q1*(B)) 
=『'R;(q;(B), qJ(B), Z;)J(z;)dz, 
' 




+ r [p* (q;(B), qi*(B))・Qi 
z, 
-(c-z;)ぶ(B)-c。q,(B)]f(z;)dz,












=『(8R,dq7(B) + 8R; 8qj(B) 
そ恥 dB; 8qJ 8B; 
) f(z;)dz; 
+『(8R;dq:(B) + 8R, 位 (B)
る， 8q7 dB; 8qJ 8B; 
) f(z;)dz, 
=[f'8R, f(z,)位］年(B)+[f 8R; f(z;)位]8q 7 (B) 
! 8q ,• 8B,',  8q 7 
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